
                                        （様式２） 
令和 5 年度佐賀⼤学研究者国際交流⽀援事業報告書 

令和 6 年 7 ⽉ 10 ⽇ 

国際交流推進センター⻑ 殿 

 

事業責任者（申請者）  

所   属 芸術地域デザイン学部             

職   名 教授                  

⽒   名 柳 健司                  

 

下記のとおり令和 5 年度佐賀⼤学研究者国際交流⽀援事業の実施結果について報告します。 

1.国際研究集会名 フランス – ⽇本・芸術家国際交流 2023 

2.事業責任者 

（申請者） 

柳 健司 3.所属・職名 芸術地域デザイン学部 

教授  

4.開催期間  令和  5 年   6 ⽉  3 ⽇ 〜 令和  5 年  7 ⽉ 9 ⽇ 

5.申請区分  C）⼀般 

6.参加者数 

※参加者名簿（別添）

を添付 

参加者数   約１５０名 

内、外国⼈数   ５名、研究者数 約５０名、 

学部学⽣数 約５０名、修⼠以上学⽣数  １０名 

7.招待講師 所 属    imprints - Gallery                 

職 名   Artist                

⽒ 名   Matthew Tyson  （マシュー・タイソン）           

8.⽀出額 ⾦ 額          １４５,５８７円 

【内訳】 

 謝⾦           ６３,０００円 

 旅費・作品輸送費     ４１,７５０円 

 消耗品費         ４０,８３７円 

9.国際研究集会の内容（実施の様⼦について、2〜３枚程度写真をご提供ください） 

（相⼿国・フランス   相⼿機関︓ 個⼈ -imprints – Gallery-            ） 

フランス在住のイギリス⼈アーティストを招聘し滞在制作・作品の展⽰・講演・研究者や学⽣との国際交

流。 

 



 
 

 
 

 
 

 

 



10.事業実施による成果・今後の事業の発展等 

本事業の実施により、未来を担う若い学⽣たちが、海外の作家や作品と出会い交流することで、物事を

グローバルな視野で捉え思考する機会を提供することができた。また、研究者同⼠の交流の中でフラン

ス（欧州）の美術教育や美術界について意⾒を交換できたことは有意義な交流だった。今後も様々な国

のアーティストを招聘し学⽣や⼀般市⺠に国際交流の場を提供していきたい。 

 

11．実施者アンケート 

本事業の満⾜度（5（⾮常に良い）〜1（⾮常に悪い））︓５ 

⽀援経費は適切であったか（5（⾮常に適切であった）〜1（⾮常に適切でなかった））︓５ 

次年度以降も本事業の実施を希望するか︓希望する 

そのほかコメント︓ 

※欄内に収まらない場合、適宜、⾏を追加し、ページを増やしていただいても構いません。 

※写真は学内外へ発信する広報に活⽤するため、映っている⽅々からの使⽤許諾済みのものをお送りくださ

い。また、写真データ（jpg または png）の送付をお願いいたします。(Word 貼付けとは別に) 

 


